
 

 

東京国際空港（羽田空港）の新しい滑走路（Ｄ滑走路） 
～桟橋部全１９８基のジャケットの工場出荷が完了しました！～ 
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平成２２年１月２６日（火） 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所 
 

問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所 

Ｄ滑走路プロジェクト推進室 橋梁課：押田・三浦 

              桟橋課：吉田・近藤 

住所  東京都大田区羽田空港３－５－７ メンテナンスセンターアネックス ５階 

電話  ０３－５７５６－６５８０ 

ＨＰ  http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/ 

国土交通省は、我が国空港ネットワークの拠点空港として極めて重要な位置を占める

東京国際空港（羽田空港）において、新たに４本目の滑走路となる『Ｄ滑走路建設工事』

について、平成２２年１０月末の滑走路の供用開始を目指し、２４時間３６５日の昼夜

連続施工により最速で工事を進めています。 

 

今般、平成２２年１月２３日（土）に、Ｄ滑走路桟橋部（多摩川河口部）の土台とな

る鋼製のジャケット製作工場として稼働していた新日鐵エンジニアリング富津工場に

おいて、１９８基目となる最後のジャケットの出荷が行われ、ジャケット製作工場での

製作・出荷に係る作業が全て完了しました。 

 

ジャケット製作については、２つの一体大組立工場である新日鐵エンジニアリング富

津工場及びＪＦＥエンジニアリング千葉工場において製作・出荷を進めてきました。新

日鐵エンジニアリング富津工場においては、全１９８基中１０６基の製作を担当し、同

ジャケット製作のために新規に整備した工場として、平成１９年８月からジャケット製

作を開始し、平成２１年１２月２４日に最終ジャケットの製作が完了しました。（ＪＦ

Ｅエンジニアリング千葉工場では、１１月２１日（土）に製作・出荷が完了。） 

 

最後に出荷されたジャケットは、大型起重機船（３，７００ｔ吊級）により、吊り上

げた状態のまま、羽田の工事現場に海上運搬され、当日（１月２３日）夜間に据え付け

が行われました。   

なお、ジャケットの最後の据え付け作業は、１月１８日（最後のジャケット出荷の５

日前）に台船に積み込まれたジャケットが、同じ大型起重機船により１月２６日に予定

されています。このジャケットの据え付けをもって、桟橋部１９８基のジャケットの製

作・出荷・運搬・据付までの作業が全て完了します。 



■新日鐵エンジニアリング富津ヤード ジャケット出荷状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進入表面

ジャケット基礎杭

現空港側

⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥

⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

打設済みの鋼管杭

据付済みのジャケット

打設済みの鋼管杭

据付済みのジャケット

連絡誘導路部連絡誘導路部／場周道路部／場周道路部

100号基(F- 3)
H21. 1.11据付

1号基(A-13)
H20. 1. 9据付

進捗状況

☆桟橋部 進捗率

基礎杭打設 〔 1,165本 / 1,165本 100％〕

ジャケット据付〔 197基 / 198基 99％〕

☆連絡誘導路部／場周道路部

基礎杭打設 〔 600本 / 600本 100％〕

ジャケット据付〔 40基 / 40基 100％〕
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最後のジャケット出荷状況 

最後に出荷されたｼﾞｬｹｯﾄ 
H22.1.23 出荷(吊り運搬) 
H22.1.23 据付 

最後に据付されるｼﾞｬｹｯﾄ 
H22.1.18 出荷(台船運搬) 
H22.1.26 据付予定 


